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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転中心を含むハブ部材と、
　前記ハブ部材の周方向に複数配置されて各々前記ハブ部材に固定された複数のローラ支
持部材と、
　前記各ローラ支持部材に、前記ハブ部材の前記回転中心を中心とした互いに同心の円の
接線方向に延在する軸線周りに回転可能に、且つローラ全体によって外周輪郭が前記回転
中心と同心の略円形になるように支持された略円錐台形の大径ローラ及び略円錐台形の小
径ローラとを有する車輪において、
　前記各ローラ支持部材は、前記周方向に延在して前記ハブ部材に固定される基部と、前
記基部の前記周方向の各々の端部から前記ハブ部材の前記回転中心を中心とした放射方向
外方に延在した大径ローラ用支持柱及び小径ローラ用支持柱とを含み、
　前記大径ローラ用支持柱には当該大径ローラ用支持柱の遊端から前記ハブ部材の前記回
転中心を中心とした円の接線方向に延出した大径ローラ支持軸が設けられ、前記小径ロー
ラ用支持柱には当該小径ローラ用支持柱の遊端から前記ハブ部材の前記回転中心を中心と
した円の接線方向に延出した小径ローラ支持軸が設けられ、
　前記各大径ローラ用支持柱の前記大径ローラ支持軸が前記大径ローラを略円錐台形の大
径側が当該大径ローラ用支持柱の側に位置するように回転可能を支持し、
　前記各小径ローラ用支持柱の前記小径ローラ支持軸が前記小径ローラを略円錐台形の大
径側が当該小径ローラ用支持柱の側に位置するように回転可能に支持し、
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　前記周方向に隣り合う前記ローラ支持部材の前記基部が前記ハブ部材の軸線方向で見て
オーバラップする部分を含み、
　前記周方向に隣り合う前記ローラ支持部材の前記大径ローラ用支持柱の前記大径ローラ
支持軸は同一軸線上に位置し、
　前記周方向に隣り合う前記ローラ支持部材の前記小径ローラ用支持柱の前記小径ローラ
支持軸は同一軸線上に位置し、
　前記ローラ支持部材は、前記周方向において、前記ハブ部材の軸線方向の位置が交互に
なるように千鳥配置され、
　前記オーバラップする部分において締結具によって前記周方向に隣り合う前記ローラ支
持部材が前記ハブ部材に共締めされている車輪。
【請求項２】
　前記周方向に隣り合う前記ローラ支持部材の前記大径ローラ用支持柱のそれぞれは、前
記基部から先端に向けて前記ハブ部材の軸線方向の中心寄りに曲がっており、
　前記周方向に隣り合う前記ローラ支持部材の前記小径ローラ用支持柱のそれぞれは、前
記基部から先端に向けて前記ハブ部材の軸線方向の中心寄りに曲がっている請求項１に記
載の車輪。
【請求項３】
　前記各ローラ支持部材は前記基部の前記周方向の両端部を各々締結具によって前記ハブ
部材に固定されている請求項１又は２に記載の車輪。
【請求項４】
　前記大径ローラは前記小径ローラと隣り合う端部に当該小径ローラの端部を非接触状態
で受け入れる凹部を含む請求項１から３の何れか一項に記載の車輪。
【請求項５】
　前記大径ローラ用支持柱の前記大径ローラ支持軸と前記小径ローラ用支持柱の前記小径
ローラ支持軸とが同一軸長の同一形状の部品である請求項１から４の何れか一項に記載の
車輪。
【請求項６】
　前記ハブ部材は、ボス部材と、前記ボス部材から径方向外方に延出した２枚のディスク
部材とを含み、前記２枚のディスク部材が前記各ローラ支持部材を前記ボス部材の軸線方
向の両側から挟むように支持している請求項１から５の何れか一項に記載の車輪。
【請求項７】
　前記ハブ部材は、ボス部材と、前記ボス部材から径方向外方に延出した１枚のディスク
部材とを含み、前記ディスク部材が前記各ローラ支持部材を前記ボス部材の軸線方向の中
間部に対応する位置にて支持している請求項１から５の何れか一項に記載の車輪。
【請求項８】
　前記ハブ部材は、ボス部材と、前記ボス部材から径方向外方に延出した１枚のディスク
部材とを含み、前記ディスク部材が前記各ローラ支持部材を前記ボス部材の軸線方向の一
方の端部に対応する位置にて支持している請求項１から５の何れか一項に記載の車輪。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車輪に関し、更に詳細には、車椅子等に用いられるオムニホイール式の車輪
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オムニホイール式の車輪（全方向移動車輪）として、回転中心を含むハブ部材と、略樽
形或いは略円錐台形の複数の大径ローラ及び小径ローラとを有し、各大径ローラ及び各小
径ローラが前記ハブ部材の外周部に、当該ハブ部材の接線方向（ハブ部材の中心軸線に直
交する平面内においてハブ部材の径方向に直交方向）の軸線周りに回転可能に配置され、
複数の大径ローラ及び小径ローラの組み合わせによって外周輪郭がハブ部材の中心軸線と
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同心の略円形になるように構成されたものが知られている（例えば、特許文献１、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１９１７０４号公報
【特許文献２】特開２０１５－８５７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来のオムニホイール式の車輪は、複数の大径ローラ及び小径ローラの各々を
個別に回転自在する支持構造の部品点数が多くなる課題を含んでいる。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、オムニホイール式の車輪において、部品点数の削減
をすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一つの実施形態による車輪は、回転中心を含むハブ部材（３０）と、前記ハブ
部材（３０）の周方向に複数配置されて各々前記ハブ部材（３０）に固定された複数のロ
ーラ支持部材（４０）と、前記各ローラ支持部材（４０）に、前記ハブ部材（３０）の前
記回転中心を中心とした互いに同心の円の接線方向に延在する軸線周りに回転可能に、且
つローラ全体によって外周輪郭が前記回転中心と同心の略円形になるように支持された略
円錐台形の大径ローラ（７２）及び略円錐台形の小径ローラ（８４）とを有する車輪にお
いて、前記各ローラ支持部材（４０）は、前記周方向に延在して前記ハブ部材（３０）に
固定される基部（４２）と、前記基部（４２）の前記周方向の各々の端部（４２Ａ、４２
Ｂ）から前記ハブ部材（３０）の前記回転中心を中心とした放射方向外方に延在した大径
ローラ用支持柱（４４）及び小径ローラ用支持柱（４６）とを含み、前記大径ローラ用支
持柱（４４）には当該大径ローラ用支持柱（４４）の遊端から前記ハブ部材（３０）の前
記回転中心を中心とした円の接線方向に延出したローラ支持軸（５６）が設けられ、前記
小径ローラ用支持柱（４６）には当該小径ローラ用支持柱（４６）の遊端から前記ハブ部
材（３０）の前記回転中心を中心とした円の接線方向に前記大径ローラ用支持柱（４４）
の側に延出したローラ支持軸（６０）が設けられ、前記各大径ローラ用支持柱（４４）の
前記ローラ支持軸（５６）が前記大径ローラ（７２）を略円錐台形の大径側が当該大径ロ
ーラ用支持柱（４４）の側に位置するように回転可能を支持し、前記各小径ローラ用支持
柱（４６）の前記ローラ支持軸（６０）が前記小径ローラ（８４）を略円錐台形の大径側
が当該小径ローラ用支持柱（４６）の側に位置するように回転可能に支持している。
【０００７】
　この構成によれば、ローラ支持部材（４０）が一種類ですみ、部品点数の削減が図られ
る。
【０００８】
　上記車輪において、好ましくは、前記ローラ支持部材（４０）は、前記周方向に隣り合
う前記ローラ支持部材（４０）の前記基部（４２）が前記ハブ部材（３０）の軸線方向で
見てオーバラップする部分を含み且つ前記大径ローラ用支持柱（４４）の前記ローラ支持
軸（５６）及び前記小径ローラ用支持柱（４６）の前記ローラ支持軸（６０）が各々同一
軸線上に位置するように千鳥配置され、前記オーバラップする部分において締結具（６４
、６６）によって前記周方向に隣り合う前記ローラ支持部材（４０）が前記ハブ部材（３
０）に共締めされている。
【０００９】
　この構成によれば、ハブ部材（３０）に対するローラ支持部材（４０）の締結箇所が削
減される。
【００１０】
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　上記車輪において、好ましくは、前記ローラ支持部材の全てが前記周方向に整列配置さ
れている。
【００１１】
　この構成によれば、ローラ支持部材（４０）が一種類ですみ、部品点数の削減が図られ
ると共に、ハブ部材（３０）の軸線方向の寸法が大きくなることがない。
【００１２】
　上記車輪において、好ましくは、前記各ローラ支持部材（４０）は前記基部（４２）の
前記周方向の両端部（４２Ａ、４２Ｂ）を各々締結具（６４、６６）によって前記ハブ部
材（３０）に固定されている。
【００１３】
　この構成によれば、各ローラ支持部材（４０）が基部（４２）の周方向に離れた２箇所
において締結具（６４、６６）によってハブ部材（３０）に固定されるから、個数が少な
い締結具（６４、６６）によって効率よくローラ支持部材（４０）がハブ部材（３０）に
強固に固定される。
【００１４】
　上記車輪において、好ましくは、前記大径ローラ（７２）は前記小径ローラ（８４）と
隣り合う端部に当該小径ローラ（８４）の端部を非接触状態で受け入れる凹部（８０）を
含む。
【００１５】
　この構成によれば、車輪の外周輪郭がハブ部材（３０）の回転中心の同心の円形に、よ
り近い形状になり、接地状態での車輪の中心軸線周りの回転が凸凹の少ない円滑な回転に
なる。
【００１６】
　上記車輪において、好ましくは、前記大径ローラ用支持柱（４４）の前記ローラ支持軸
（５６）と前記小径ローラ用支持柱（４６）の前記ローラ支持軸（６０）とが同一軸長の
同一形状の部品である。
【００１７】
　この構成によれば、部品の共通化により、更なる部品点数の削減が図られる。
【００１８】
　上記車輪において、前記ハブ部材（３０）は、一つの実施形態として、ボス部材（３６
）と、前記ボス部材（３６）から径方向外方に延出した２枚のディスク部材（３８）とを
含み、前記２枚のディスク部材（３８）が前記各ローラ支持部材（４０）を前記ボス部材
（３６）の軸線方向の両側から挟むように支持している。また、前記ハブ部材（３０）は
、他の実施形態として、ボス部材（３６）と、前記ボス部材（３６）から径方向外方に延
出した１枚のディスク部材（３８）とを含み、前記ディスク部材（３８）が前記各ローラ
支持部材（４０）を前記ボス部材（３６）の軸線方向の中間部の位置にて或いは一方の端
部の位置にて支持している。
【００１９】
　このようなハブ部材（３０）の構成のバリエーションにより、耐久性、信頼性、軽量化
等の様々な要望に応じた車輪が容易に提供される。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明による車輪によれば、部品点数が削減される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による車輪が用いられた電動車椅子の一実施形態を示す斜視図
【図２】実施形態１による車輪の側面図
【図３】実施形態１による車輪の縦断面図（図２の線III-IIIに沿った断面図）
【図４】実施形態１による車輪の要部の分解斜視図
【図５】実施形態１による車輪のローラ支持部の斜視図
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【図６】実施形態２による車輪の側面図
【図７】実施形態２による車輪の要部の斜視図
【図８】他の実施形態による車輪の縦断面図
【図９】他の実施形態による車輪の縦断面図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に、本発明による車輪の一実施形態を、図１～図５を参照して説明する。
【００２３】
　図１は実施形態１の車輪が用いられた電動車椅子の一実施形態を示している。電動車椅
子は、扁平な略矩形の車体フレーム１０と、車体フレーム１０によって支持された左右の
前輪１２及び左右の後輪１４を有する４輪車椅子である。各前輪１２及び各後輪１４の大
きさ（外径）は概ね同程度とされており、これにより、扁平な車体フレーム１０は地面に
概ね平行に延在する。
【００２４】
　車体フレーム１０上には、各後輪１４を個別に駆動する電動モータ（不図示）と、制御
装置（不図示）、バッテリ（不図示）等を内蔵した電装ボックス１６とが設けられている
。電装ボックス１６の上方には車体フレーム１０から立設されたポスト１８によって座席
２０が設けられている。座席２０は、シートクッション２２、シートバック２４及び左右
の肘掛け２６を含む。各肘掛け２６には、ジョイスティック等による走行操作部２８が設
けられている。
【００２５】
　実施形態１の車輪は、各前輪１２に適用されている。前輪（車輪）１２の詳細を、図２
～図５を参照して説明する。尚、前輪１２を構成する部品は、特に材質を記載されていな
いものは、金属材料によって構成されている。
【００２６】
　前輪１２は、図２及び図３に示されているように、回転中心（中心軸線Ｘ）を含むハブ
部材３０を有する。ハブ部材３０は、車軸３２（図１参照）が貫通する軸受ブッシュ３４
を固定されたボス部材３６と、ボス部材３６の軸線方向の両端部に固定され、ボス部材３
６から径方向外方に延出した同一形状の２枚のディスク部材３８とを有する。
【００２７】
　ハブ部材３０の外周部にはハブ部材３０の周方向に等間隔に隔置された１２個のローラ
支持部材４０が固定されている。各ローラ支持部材４０は、図４及び図５に示されている
ように、ハブ部材３０の周方向（以降、前記周方向と云う）に延在した基部４２と、基部
４２の前記周方向の一方の端部４２Ａからハブ部材３０の回転中心を中心とした放射方向
の外方に延在した大径ローラ用支持柱４４と、基部４２の前記周方向の他方の端部４２Ｂ
からハブ部材３０の回転中心を中心とした放射方向の外方に延在した小径ローラ用支持柱
４６とを一体に有し、略ステープル形状をしている。
【００２８】
　各ローラ支持部材４０において、大径ローラ用支持柱４４には当該大径ローラ用支持柱
４４の遊端から小径ローラ用支持柱４６の側に延出したローラ支持軸５６の基端がボルト
５８によって固定されている。各ローラ支持部材４０において、小径ローラ用支持柱４６
には当該小径ローラ用支持柱４６の遊端から大径ローラ用支持柱４４の側に延出したロー
ラ支持軸６０の基端がボルト６２によって固定されている。
【００２９】
　各ローラ支持部材４０は、基部４２を２枚のディスク部材３８間に、前記周方向に隣り
合うものにおいて大径ローラ用支持柱４４同士が隣り合い且つ小径ローラ用支持柱４６同
士が隣り合い、前記周方向に隣り合うローラ支持部材４０の基部４２の端部４２Ａ及び４
２Ｂの各々がハブ部材３０の軸線方向（以降、前記軸線方向と云う）で見てオーバラップ
し且つ隣り合うもの同士でローラ支持軸５６及びローラ支持軸６０が各々同一軸線上に位
置するように千鳥配置されている。
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【００３０】
　各ローラ支持部材４０は、全て同一部品（同一形状、同一寸法の部品）であり、前記周
方向に隣り合うもの同士で交互に前記周方向に反転して配置されていることにより、前記
周方向に隣り合うものにおいて大径ローラ用支持柱４４同士及び小径ローラ用支持柱４６
同士が各々隣り合う。
【００３１】
　各ローラ支持部材４０は、ディスク部材３８及び基部４２の各端部４２Ａ、４２Ｂを前
記軸線方向に貫通するボルト６４及びボルト６４にねじ係合したナット６６（図３参照）
によって２枚のディスク部材３８にボス部材３６の軸線方向の両側から挟まれるようにし
てハブ部材３０に固定されている。
【００３２】
　より詳細には、各ローラ支持部材４０の端部４２Ａ及び４２Ｂにボルト通し孔６８及び
７０（図５参照）が形成されており、隣り合うローラ支持部材４０のボルト通し孔６８は
隣り合う端部４２Ａ同士のオーバラップによって、ボルト通し孔７０は端部４２Ｂ同士の
オーバラップによって各々前記軸線方向に同一軸線上に延在する。
【００３３】
　このように、隣り合う２個のローラ支持部材４０において整合したボルト通し孔６８及
び７０の各々に一本のボルト６４が通されてナット６６が締結されることにより、前記周
方向に隣り合う２個のローラ支持部材４０がハブ部材３０に共締めされる。
【００３４】
　各ローラ支持軸５６は、自身の前記周方向の配置位置においてハブ部材３０の回転中心
を中心とした円の接線方向に延在し、ローラ支持軸５６に外嵌したブッシュ７４を介して
大径ローラ７２を回転自在に支持している。
【００３５】
　各大径ローラ７２は、ブッシュ７４が嵌合する円筒形状のボス部材７６と、ボス部材７
６の外周の加硫接着されたゴム製の略円錐台形のローラ本体７８とを有し、略円錐台形の
大径側が大径ローラ用支持柱４４の側に位置するようにローラ支持軸５６に装着されてい
る。ボス部材７６は、ローラ本体７８の略円錐台形の小径側（大径ローラ用支持柱４４の
反対側）に、ブッシュ７４の嵌合部より大きい内径を有する拡径円筒部８０（図４参照）
を含む。前記周方向に隣り合って対をなす大径ローラ７２は、その軸線方向の中間部を各
々大径ローラ用支持柱４４によって支持された形態で略樽形のローラをなす。
【００３６】
　各ローラ支持軸６０は、自身の前記周方向の配置位置においてハブ部材３０の回転中心
を中心とした円の接線方向に延在し、ローラ支持軸６０に外嵌したブッシュ８２を介して
小径ローラ８４を回転自在に支持している。
【００３７】
　これにより、各大径ローラ７２と各小径ローラ８４とは、対応するローラ支持部材４０
によって、ハブ部材３０の回転中心を中心とした互いに同心の円の接線方向に延在する軸
線周りに回転可能に、且つローラ全体によって外周輪郭がハブ部材３０の回転中心と同心
の略円形になるように、ハブ部材３０に支持されている。
【００３８】
　各小径ローラ８４は、大径ローラ７２より小径であり、ブッシュ８２が嵌合する円筒形
状のボス部材８６と、ボス部材８６の外周の加硫接着されたゴム製の略円錐台形のローラ
本体８８とを有し、略円錐台形の大径側が小径ローラ用支持柱４６の側に位置するように
ローラ支持軸６０に装着されている。前記周方向に隣り合って対をなす小径ローラ８４は
、その軸線方向の中間部を各々小径ローラ用支持柱４６によって支持された形態で略樽形
のローラをなす。
【００３９】
　各小径ローラ８４は、ローラ本体８８の大径側の一部、より詳細には、ローラ本体８８
の大径側の端部がハブ部材３０の回転中心側に位置する部分が前記周方向に隣り合う大径



(7) JP 6903159 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

ローラ７２の拡径円筒部８０に非接触状態で入り込んでいる。このようにして拡径円筒部
８０は隣り合う小径ローラ８４の端部を非接触状態で受け入れる凹部をなす。
【００４０】
　上述の支持構造により、前記周方向に隣り合う大径ローラ用支持柱４４に支持されて略
樽形形状をなす一対の大径ローラ７２と、前記周方向に隣り合う小径ローラ用支持柱４６
に支持されて略樽形形状をなす一対の小径ローラ８４とが前記周方向に交互に設けられ、
これらローラの全体によって外周輪郭がハブ部材３０の回転中心の同心の略円形になる。
小径ローラ８４が隣り合う大径ローラ７２の拡径円筒部８０に嵌り込んでいることにより
、嵌り込んでいない場合に比して、隣り合う大径ローラ７２と小径ローラ８４との前記周
方向の間隙が小さくなり、前記外周輪郭がハブ部材３０の回転中心の同心の円形により近
い形状になる。これにより、接地状態での前輪１２の中心軸線Ｘ周りの回転が凸凹感の少
ない円滑な回転になる。
【００４１】
　上述した実施形態１の構造によれば、大径ローラ７２および小径ローラ８４が個別のロ
ーラ支持部材に取り付けられる場合に比してローラ支持部材４０の個数及びハブ部材３０
に対するローラ支持部材４０の組付工数が半減する。しかも、各大径ローラ７２と各小径
ローラ８４とが対をなして各ローラ支持部材４０に取り付けられるから、大径ローラ７２
と小径ローラ８４とで異なるローラ支持部材４０を準備する必要がなくなり、部品の共通
化により部品点数（部品の種類）の削減が図られる。
【００４２】
　また、実施形態１では、大径ローラ７２のローラ支持軸５６と小径ローラ８４のローラ
支持軸６０とが同一軸長の同一形状の部品であるから、このことによっても部品の共通化
による部品点数の削減が図られる。
【００４３】
　また、実施形態１では、前記周方向に隣り合う２個のローラ支持部材４０がハブ部材３
０に共締めされることにより、ハブ部材３０に対するローラ支持部材４０の固定箇所、ボ
ルト６４及びナット６６の部品個数及びねじ締結作業が、ローラ支持部材４０がハブ部材
３０に個々に固定される場合に比して半減する。
【００４４】
　また、実施形態１では、大径ローラ７２および小径ローラ８４の支持構造が、大径ロー
ラおよび小径ローラを含む従来のオムニホイール式の車輪に比して構造が簡単になり、耐
久性及び信頼性が向上し、併せて軽量化が図られる。
【００４５】
　また、実施形態１では、ローラ支持部材が大径ローラ用と小径ローラ用とで個別である
場合に比して、ローラ支持部材４０の基部４２の前記周方向に隔置されたボルト６４及び
ナット６６による２箇所の取付位置を、ハブ部材３０の周長を長くすることなく大きく離
すことができる。これにより、ハブ部材３０の大型化を招くことなく、高い取付強度をも
ってローラ支持部材４０がハブ部材３０に取り付けられる。
【００４６】
　次に、実施形態２の車輪（前輪１２）の詳細を、図６及び図７を参照して説明する。尚
、図６及び図７において、図２～図５に対応する部分は、図２～図５に付した符号と同一
の符号を付けて、その説明を省略する。
【００４７】
　実施形態２の前輪１２はローラ支持部材４０の全てが前記周方向に一列に整列配置され
ている。前記周方向に隣り合うローラ支持部材４０の大径ローラ用支持柱４４及び小径ロ
ーラ用支持柱４６は各々前記軸線方向の位置が互いに合致して背合わせに当接している。
【００４８】
　各ローラ支持部材４０が端部４２Ａ及び４２Ｂの２箇所で個別にボルト６４及びナット
６６によってハブ部材３０に固定されている。
【００４９】
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　実施形態２でも、各大径ローラ７２と各小径ローラ８４とが対をなして各ローラ支持部
材４０に取り付けられるから、大径ローラ７２と小径ローラ８４とで異なるローラ支持部
材を準備する必要がなくなり、部品の共通化により部品点数（部品の種類）の削減が図ら
れる。実施形態２では、ハブ部材３０の軸線方向の寸法が大きくなることがない。
【００５０】
　図８及び図９は、各々、ハブ部材３０の構造が異なる他の実施形態による前輪１２を示
されている。
【００５１】
　図８に示されている前輪１２では、ハブ部材３０は、ボス部材３６と、ボス部材３６か
ら径方向外方に延出した１枚のディスク部材３８とを含み、ディスク部材３８が各ローラ
支持部材４０をボス部材３６の軸線方向の中間部に対応する位置にて支持している。
【００５２】
　図９に示されている前輪１２では、ハブ部材３０は、ボス部材３６と、ボス部材３６か
ら径方向外方に延出した１枚のディスク部材３８とを含み、ディスク部材３８が各ローラ
支持部材４０をボス部材３６の軸線方向の一方の端部に対応する位置にて支持している。
【００５３】
　このようなハブ部材３０の構成のバリエーションにより、耐久性、信頼性、軽量化等の
様々な要望に応じた前輪１２が容易に提供される。
【００５４】
　以上、本発明を、その好適な実施形態について説明したが、本発明はこのような実施形
態により限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である
。
【００５５】
　例えば、実施形態１のローラ支持軸５６及び６０はハブ部材３０の回転中心を中心とし
た円の接線方向に延在していればよく、各ローラ支持部材４０において、大径ローラ用支
持柱４４のローラ支持軸５６が小径ローラ用支持柱４６とは反対の側に延出していても、
小径ローラ用支持柱４６のローラ支持軸６０が大径ローラ用支持柱４４とは反対の側に延
出していていてもよい。ローラ支持部材４０の個数は、１２個に限られることはなく、他
の複数４個であってもよい。ハブ部材３０に対する各ローラ支持部材４０の固定は、ボル
ト６４とナット６６とによるものに限られることはなく、リベット等の他の締結具によっ
て行われてもよい。
【００５６】
　また、上記実施形態に示した構成要素は必ずしも全てが必須なものではなく、本発明の
趣旨を逸脱しない限りにおいて適宜取捨選択することが可能である。
【符号の説明】
【００５７】
１０　　：車体フレーム
１２　　：前輪
１４　　：後輪
１６　　：電装ボックス
１８　　：ポスト
２０　　：座席
２２　　：シートクッション
２４　　：シートバック
２６　　：肘掛け
２８　　：走行操作部
３０　　：ハブ部材
３２　　：車軸
３４　　：軸受ブッシュ
３６　　：ボス部材
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３８　　：ディスク部材
４０　　：ローラ支持部材
４２　　：基部
４２Ａ　：端部
４２Ｂ　：端部
４４　　：大径ローラ用支持柱
４６　　：小径ローラ用支持柱
５６　　：ローラ支持軸
５８　　：ボルト
６０　　：ローラ支持軸
６２　　：ボルト
６４　　：ボルト
６６　　：ナット
６８　　：ボルト通し孔
７０　　：ボルト通し孔
７２　　：大径ローラ
７４　　：ブッシュ
７６　　：ボス部材
７８　　：ローラ本体
８０　　：拡径円筒部（凹部）
８２　　：ブッシュ
８４　　：小径ローラ
８６　　：ボス部材
８８　　：ローラ本体

【図１】 【図２】
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